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「急傾斜地崩壊防止施設設計の手引き」（Ｒ２－Ｒ３）新旧対照表 

頁 旧（令和２年３月） 頁 新（令和３年３月） 

全般 待受け式擁壁 全般 待受式擁壁 などの語句の修正

総 1-3-1 総 1-3-1

計 3-1-8 のり面保護工 計 3-1-8 斜面対策工 

－ 計 3-1-9 2.4 立入防止柵等の配置 

計 3-1-9 第３節 レッド解除のための対策施設 計 3-1-10 第３節 レッド解除可能な対策施設

削除
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「急傾斜地崩壊防止施設設計の手引き」（Ｒ２－Ｒ３）新旧対照表 

頁 旧（令和２年３月） 頁 新（令和３年３月） 

計 4-2-5 計 4-2-5 

－ － 計 4-3-3 水路の最低断面はＵ-240 相当とし，輪荷重の影響が及ぶ箇所を除きベ

ンチフリュームの使用を標準とする．

設 4-3-96 設 4-3-96 
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「急傾斜地崩壊防止施設設計の手引き」（Ｒ２－Ｒ３）新旧対照表 

頁 旧（令和２年３月） 頁 新（令和３年３月） 

設 4-3-12 設 4-3-12

設 4-3-99 設 4-3-99

設 4-3-101 設 4-3-101
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「急傾斜地崩壊防止施設設計の手引き」（Ｒ２－Ｒ３）新旧対照表 

頁 旧（令和２年３月） 頁 新（令和３年３月） 

設 4-3-106 設 4-3-106

設 4-3-129 － 設 4-3-129

設 4-3-132 設 4-3-132
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「急傾斜地崩壊防止施設設計の手引き」（Ｒ２－Ｒ３）新旧対照表 

頁 旧（令和２年３月） 頁 新（令和３年３月） 

設 4-3-132 設 4-3-133

設 4-3-150 設 4-3-150

設 4-3-152 設 4-3-152

削除

削除
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「急傾斜地崩壊防止施設設計の手引き」（Ｒ２－Ｒ３）新旧対照表 

頁 旧（令和２年３月） 頁 新（令和３年３月） 

設 4-3-154

～ 

設 4-3-156

設 4-3-154

～ 

設 4-3-156

設 4-3-238 設 4-3-238
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「急傾斜地崩壊防止施設設計の手引き」（Ｒ２－Ｒ３）新旧対照表 

頁 旧（令和２年３月） 頁 新（令和３年３月） 

設 4-3-250 設 4-3-250

施 5-2-1～

施 5-2-6

第２章 事業化に関する事項 

第１節 優先順位 

第２節 人工斜面の取り扱いについて 

第３節 急傾斜地崩壊防止施設の管理に必要な用地範囲 

第４節 急傾斜地崩壊危険区域指定に関する事項 

施 5-2-1～ 第２章 その他 

第１節 急傾斜地崩壊危険区域指定に関する事項
項目削除


